
 

（第２号様式）   
令和８年４月 22日 

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立厚木王子高等学校長 

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①普通科と総合 
ビジネス科の併 
置の特性をいか 
した教育活動を 
検討し、幅広い 
学びの実現を図 
る。 
②生徒の学ぶ意 
欲を引き出し確 
かな学力を育み 
ながら、課題解 
決のために必要 
な思考力、判断 
力、表現力など 
を育む教育課程 
を作成する。 

①普通科と総合
ビジネス科の併
置の特性をより
活かした教育課
程のさらなる検
討と課題となっ
ている方策・規
準のすみやかな
改善を図る。 
②ICT 活用、DX
人材育成推進、
シチズンシップ
教育等の指定事
業および SAH 等
を活用し、一人
一台端末を活か
した授業改善を
推進し、評価と
指導の一体化の
一層の推進を図
る。 

①主体的・対話的
で深い学びの実現
を目指し、教育課
程・規準の検討と
地域の教育資源の
活用を推進する。  
②一人一台端末や
ICT 機器を活用し
協働して課題を解
決する授業実践や
評価と指導の一体
化を推進すること
を目的とし、単元
ごとの評価の積み
重ねを実践する研
修会を実施する。 
②DX人材の育成、
シチズンシップ教
育、SAH とグルー
プ等と連携し探究
活動を推進する。 

①教育課程の改
善やその実現の
方策・規準の改
善ができたか。
学校間連携や地
域連携、企業と
の取組の生徒の
参加率、参加生
徒の満足度はど
うだったか。  
②ICT 機器を活用
した授業実践、
評価と指導の一
体化を推進する
研修会を実施で
きたか。授業改
善に効果があっ
たか。 
②関係者アンケ
ートから達成感
を得られたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①社会の一員と 
して行動するた 
めの規範意識や 
自己指導能力を 
高 め る と と も
に、社会貢献に
対する意識を育
む。 
①自己肯定感を 
醸成するととも 
に、活動を通し
て主体的・協働 
に行動できる人
材を育成する。 
②生徒一人ひと
りの状況に応じ
た相談体制を強
化 す る と と も
に、活動を通し
て主体的に行動
できる人材を育
成する。 
③安心安全な学
校環境の整備を
行う。 

①学校行事や委
員会活動等の企
画運営を生徒主
体 で 取 り 組 ま
せ、達成感を得
られるようにす
る。また、内容
も精選する。 
①部活動の継続
率を上げる。 
①生徒の自己指
導能力を育成す
るために自己理
解に基づき他者
を尊重しながら
意思決定する力
を身につける。 
②教育相談体制
を検証し、かな
がわサポートド
ック等の適切な
活用を通じ、多
様な生徒・保護
者等が教育相談
を積極的に活用
できるように手
立てを講じる。 
③登下校時の交
通事故を減少さ
せる。 

①生徒がリーダー
性を発揮しながら
行事等を主体的に
運営し、コミュニ
ケーション力や自
己有用感を高めら
れるように支援す
る。 
①各部の活動状況
を生徒会新聞、HP
等で紹介する等地
域に伝える。 
①全ての教育活動
えを通して生徒自
ら課題を発見し、
学校ブランディン
グを高める活動を
展開する。 
②様々なツールに
より教育相談につ
いて積極的に発信
し生徒・保護者外
部との適切な意思
疎通により個別柔
軟な対応を行う。 
③道路交通法改正
を踏まえた交通安
全教室や自転車点
検について積極的
に実施する。 

①各行事アンケ
ート「運営に携
わったか」の項
目で80％以上の
生徒が肯定的な
回答をしたか。 
①部活動の加入
率 が 上 が っ た
か 。 継 続 率 が
80 ％ を 超 え た
か。 
①シチズンシッ
プ等のアンケー
ト調査により課
題発見力、協働
力、学校ブラン
ディングへの貢
献について肯定
的な回答が過半
数を占めたか。 
②教育相談の利
用率が前年を上
回ったか。 
③交通安全啓発
活動の回数は前
年度を上回った
か。交通事故発
生率が前年度を
下回ったか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①体系的なキャ
リ ア 教 育 に よ
り、早期から将
来を展望した自
己理解、キャリ
ア学習を深めさ
せる。 
②社会の一員と
して参画し貢献
する意識を高め
る。 

①３年間を見通
した目標達成を
目指したキャリ
ア教育を実践し
ていく。 
②探求学習を推
進 し 、 自 己 理
解、キャリア実
現へとつなげて
いく。 
③社会に貢献で
きるよりよい人
間 育 成 を 目 指
す。 

①適切な時期に有
効なｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、説
明会を実施する。 
②探究学習を通し
て、自己理解、上
級学校理解を深め
る。外部資源を活
用し、学ぶ力を育
成する。 
③授業や様々な場
面で、ビジネスマ
ナーを意識させ
る。 

①アンケート等
の結果から、進
路意識が高まっ
たか。卒業時の
進路未定者の割
合が全体の 5％以
下であったか。 
②探究学習を通
して自己理解、
キャリア意識を
深められたか。 
③多くの場面で
生徒の言葉遣い
やマナー向上等
が見られたか。 

     

４ 地域等との協働 

① 地 域 に 開 か
れ、地域と共に
ある学校を実現
する。 
②学校運営協会
（ 地 域 連 携 部
会）の意見等を
活用し、実現可
能な取組につい
てスピード感を
もって実践する
とともに、地域
貢献に資する活
動 を 充 実 さ せ
る。 

① 学 校 説 明 会
や、生徒を巻き
込んだ地域貢献
活動を通じて、
地域貢献活動を
深化させ、生徒
募集に繋げる。 
②継続して DX事
業やデュアルシ
ステムとも連携
し、外部人材を
効 果 的 に 活 用
し、地域住民も
巻き込んだ活動
を充実する。 

①学校説明会、中
学校訪問や地域貢
献活動を通じて、
中学生に選ばれる
学校になる活動を
推進する。 
②充実した設備を
使い、両科および
地域・企業と連携
し生徒のアイデア
も取り入れ、新し
い地域貢献活動を
立ち上げる。厚木
市と連携した会計
教育を推進する。 
 

①学校説明会の
参加者が前年度
比 110％以上、入
試倍率は普通科
1.2 倍以上、総合
ビジネス科 1.1倍
以 上 に な っ た
か。 
②デュアルシス
テムの取組を拡
大・充実できた
か。両科の生徒
と地域・企業が
連携した地域貢
献活動を企画し
実践できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安全安
心で快適に過ご
せる教育環境の
整備を進める。 
また、時代の要
請に応じた教育
の ICT 環境の整
備を推進する。 
②防災課題に対
す る 理 解 を 深
め、防災意識を
高める。 
③不祥事防止を
徹底し、信頼に
根ざした学校づ
く り を 推 進 す
る。 

①生徒が安全・
安心に学習でき
る環境整備を促
進する。 
①事故防止を念
頭に置き、安心
して利用できる
環境を整備して
いく。正しい利
用方法の啓発を
図る。 
①他グループや
事務と連携し、
生徒が施設を十
分に活用できる
ように管理・整
備する。 
②地域と共働し
防災体制の確立
と整備に努め、
災害発生時に安
全確保と被害の
最小化を図る。 
③不祥事防止研
修により働き方
改革を念頭に置
き、教職員の実
践 力 を 向 上 す
る。 

①生徒の清掃活動
を充実させつつ、
オフィス改善、老
朽化対策工事の円
滑な実施を通して
安全な環境づくり
を目指す。 
①啓発活動に加
え、必要に応じて
生徒指導Ｇと連携
して正しい利用法
の浸透を図る。環
境整備について
は、教育局と連携
し、授業や生徒の
活動が円滑に進む
ように整備を更に
進める。 
①他と連携し、効
果的な学習環境を
整える。 
②実効力のある防
災教育等を通し災
害時に人命を守る
ための判断力・行
動力を高める。 
③啓発活動や研修
会等を通じて、意
識の醸成を図る。 

①生徒が美化活
動に参加できた
か 。 老 朽 化 対
策、教育環境整
備ができたか。 
①円滑なＩＣＴ
環境の構築がで
きたか。 
①他と連携し校
舎を有効に活用
し、教育活動の
さらなる充実に
向けた環境づく
りができたか。 
②災害への対応
力を高める防災
教育、防災訓練
等ができたか。
地域主催の防災
訓練に参加し、
防災意識の向上
および実践的な
対応力を強化で
きたか。 
③時宜を得た啓
発活動や研修会
等により不祥事
を 防 止 で き た
か。 

     



 

 


